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環境経営レポート

澤希運輸有限会社

【レポートの対象期間：2022年7月～2023年6月】



基本理念

基本方針
1. 事業活動にともなう二酸化炭素の排出を削減します。
　・輸送に伴う二酸化炭素の排出削減(エコドライブ、低公害車の導入)
　・省エネによる二酸化炭素の排出削減

2. 廃棄物の分別によりゴミの排出量を削減します。

3. 水の使用量を削減します。

4. 環境関連法規等を遵守します。

5. 社員の環境への意識向上を図り地域の環境保全活動に積極的に貢献します。
　・社内での省エネ活動やリサイクル活動を通じて、環境に関する地域のルール
　　及び業界内のルールを確実に遵守します。

6．この環境方針を全社員並びに関係協力会社にも周知徹底させると共に社内外
　　に公表します。
　・公表を通じて、全社員が日常的に環境活動に取り組めるように努めます。

環　境　方　針

澤希運輸有限会社は、産業廃棄物収集運搬業並びに貨物輸送における輸送サービス
の提供を行う上で、地域社会の発展に貢献するとともに、自然との調和を大切にした

事業活動を自主的・積極的に推進し地域及び地球環境の保全に勤めます。

2021年7月1日改定

澤希運輸有限会社

代表取締役

中澤直希

2017年10月20日発行
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単位

百万円

人

㎡

担当　　　　　　：　ＥＡ２１事務局    岡田智之

群馬県高崎市金古町１５３番地１３

会社名

澤希運輸　有限会社

代表取締役

中澤　直希

【環境保全関係の責任者及び担当者連絡先】

設立年月日

平成17年6月16日

従業員数

延べ面積

売上高

TEL　：　027-360-6667

FAX　：　027-360-6697

１，０００万円

代表責任者　　　：　代表取締役社長　　中澤直希

環境管理責任者　：　代表取締役社長　　中澤直希

産業廃棄物収集運搬業・一般貨物自動車運送業

対象範囲

24

4200

会社所在地

資本金

２.事業活動の規模

活動規模

事業内容

澤希運輸有限会社 全組織及び全活動

事業規模
19期

（令和4年7月～令和5年6月）

1,144

20

4200

17期

（令和2年7月～令和3年6月）

1,321

26

4200

18期

（令和3年7月～令和4年6月）

1,330

-2-



燃
え
殻

汚
泥

廃
油

廃
酸

廃
ア
ル
カ
リ

廃
プ
ラ
類

紙
く
ず

木
く
ず

繊
維
く
ず

動
植
物
性
残
さ

ゴ
ム
く
ず

金
属
く
ず

が
れ
き
類

ガ
ラ
ス
く
ず

陶
磁
器
く
ず

コ
ン
ク
リ
ー

ト

く
ず

ば
い
じ
ん

鉱
さ
い

石
綿
含
有
産
業
廃
棄
物

自
動
車
等
破
砕
物

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

宮城県

福島県

埼玉県

群馬県

栃木県

茨城県

【収集運搬　許可品目一覧】

許　可　品　目

許可地域
【都道府県別】

岩手県

山形県

新潟県

石川県

福井県

長野県

山梨県

富山県

岡山県

静岡県

愛知県

岐阜県

三重県

滋賀県

奈良県

大阪府

兵庫県

和歌山県

京都府

広島県

東京都

神奈川県

千葉県
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山口県

島根県

鳥取県

福岡県

大分県

熊本県

秋田県



04000126322

03101126322

03200126322

03500126322

03300126322

03000126322

02100126322

02300126322

02600126322

令和8年11月3日

02700126322

02900126322

01200126322

02805126322

01104126322

02501126322

13-00-126322

令和8年10月26日

00609126322

00400126322

03400126322

00900126322

令和9年2月12日

令和6年7月30日

令和9年10月9日

02400126322

平成20年6月25日

01801126322

01701126322

01403126322

00801126322

2009126322

01000126322

01608126322

01900126322

02202126322

00300126322

平成23年5月17日

平成23年4月21日

平成18年3月31日

平成18年6月1日

01509126322

平成19年6月5日

令和10年5月1日

令和6年8月26日

04305126322令和3年2月15日

平成30年2月6日 令和10年2月5日 04401126322

平成18年10月10日

許可取得年月日

00707126322

令和元年11月25日 令和6年11月24日

令和8年2月14日

平成25年5月2日

平成29年10月31日

令和6年2月17日

令和9年10月30日

山形県

宮城県

福島県

新潟県

秋田県

許可番号

平成20年10月21日

平成23年11月25日

平成23年10月11日

平成23年11月4日

平成21年7月31日

平成20年7月8日

平成22年3月12日

平成21年1月21日

平成18年6月2日

石川県

許可有効期限

平成26年2月18日

令和8年11月24日

令和8年10月10日

令和8年10月9日

令和5年10月20日

平成19年2月23日

令和8年5月16日

長野県

山梨県 令和9年2月22日

令和8年3月30日

【収集運搬　許可有効期限及び許可番号】

令和6年1月20日

令和9年6月4日

平成24年1月18日

平成18年4月14日

福井県 令和8年4月20日

00506126322

【都道府県別】

岩手県

富山県

群馬県 令和8年4月13日

令和9年1月17日

栃木県

茨城県

平成22年4月28日

埼玉県

東京都 令和8年4月23日

令和8年6月1日

神奈川県

千葉県 令和8年8月31日

平成18年4月24日

平成19年2月13日

平成24年10月10日

平成22年11月8日

静岡県

愛知県 令和8年6月11日

令和10年6月24日

岐阜県

三重県

令和7年4月27日

平成18年6月12日

平成26年5月9日

令和8年12月12日

平成26年5月29日

滋賀県

奈良県 令和7年3月11日

令和10年7月7日

大阪府

兵庫県 令和7年11月7日
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山口県

島根県

鳥取県

福岡県

大分県

令和元年8月27日

熊本県

和歌山県

京都府 令和6年5月28日

令和6年5月8日

広島県

岡山県

平成28年10月27日

平成28年12月13日



1

2

3

4

　 5

6

7

8

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

2020年度実績

51,687

【運搬実績】

合計

2022年度実績

51,687 50,726

10,900㎏

ダンプ

高崎130あ19-05

38,250㎏

高崎130す30-06

27,000㎏

27,400㎏

39,948

バン

バン

14,200㎏

11,000㎏

39,948

38,150㎏

27,000㎏

11,300㎏

13,600㎏

10,900㎏

【施設等の状況】

運搬車両一覧

登録番号 車体形状 最大積載量

高崎130す30-05

13,400㎏

2,850㎏

バン

バン

セミトレーラー

10,900㎏

バンセミトレーラー

13,600㎏

13,300㎏

キャブオーバ

ダンプ

38,540㎏

27,400㎏

2,000㎏

キャブオーバ

キャブオーバ

ダンプ

ダンプ

高崎100か11-98

高崎130あ19-09

高崎130あ20-02

高崎100あ24-60

高崎130あ18-07

高崎130い20-04

高崎100さ77-59

トラクタ

セミトレーラー

トラクタ

脱着コンテナ

高崎130え19-03

高崎130せ1-07

高崎130た1-08

高崎130あ22-03

高崎130い18-10

トラクタ

バンセミトレーラー

50,726

高崎130う19-03

高崎130あ19-11

高崎130い19-11

高崎100え1-63

高崎100そ3-03

26,600㎏バンセミトレーラー

産業廃棄物運搬量（ｔ）

2021年度実績

高崎100さ51-32 脱着コンテナ 4,000㎏
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3．エコアクション２１　推進組織図 （2017年10月20日　作成） 承認 作成

職名 役割
最高責任者 【代表取締役　中澤　直希】

①環境管理責任者をはじめ、必要な責任者を任命する。該当責任者

　には、現在の責務に関わりなく、兼任で責任と権限を明示する。

②エコアクション21の構築・運用･維持に必要な経営諸資源（人材・

　資金・機器・設備・技術・技能を含む）を準備する。

③環境方針を制定する。

④エコアクション21の構築･運用に関する情報を収集し、環境方針・

　環境目標をはじめシステム全体の見直しを行い、必要に応じ改訂

　を指示する。

環境管理責任者 【中澤　直希】

①エコアクション21に関する経営諸資源の合理的･効果的な運用を

　図り、目的を達成するために環境委員会を運営する。

②エコアクション21の構築と運用を円滑に行い、最高責任者による

　見直しのための情報として、構築･運用に関する情報を最高責任者

　に提供する。

事務局 【岡田　智之】

①事務局として、環境管理責任者を補佐し、エコアクション21に

　関する実務全般を所管する。

環境委員会 最高責任者･環境管理責任者･事務局･部門長で構成し、年3回環境管理

責任者が召集する。環境目標の設定、環境活動計画の策定及び進捗

管理について協議する。環境管理責任者が必要と認めた者は出席する

ことができる。

総務・経理部門 収集運搬部門

中
澤

岡
田

【最高責任者】
代表取締役社長

中澤　直希

【環境委員会】
年3回開催

【環境管理責任者】
中澤　直希

【事務局】
岡田　智之
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当社に於ける2022年7月1日～2023年6月30日の環境負荷実績を把握し、

下記の通り報告致します。

1．環境目標とその実績

2021年度 2022年度 2023年度

実績 目標 目標値 実績 達成状況 目標 目標

2.主な環境負荷実績

②廃棄物排出量（㎏）

③水資源投入量（㎥）

2020年度 2021年度 2022年度

2,221,531.76

103

270

2,321,946.10

環境への負荷

102

251

1,801,654.95

100

198

①二酸化炭素排出量（kg-CO₂）

2021年度
実績に対して
1.0％削減

248.5

目標達成
9.79%
削減

①売上高100万円当
たり二酸化炭素排
出量の削減(kg-
CO2/百万円)

100
目標達成
1.96%
削減

③水資源
投入量の削減

(㎥)
251.0

②廃棄物
排出量の削減

(kg)
102 101

2021年度
実績に対して
1.5％削減

環境目標

基準値

2022年度
実績に対して

1.0%削減

2022年度
実績に対して

1.0%削減

2022年度

2021年度
実績に対して

1.5%削減

2021年度
実績に対して

1.0%削減

2022年度
実績に対して

1.0%削減

2022年度
実績に対して

1.5%削減

目標達成
9.87%
削減

607.4667.1

目標達成
21.12%
削減

198.0
2021年度

実績に対して
1.0%削減

今年度目標 中長期目標

2021年度
実績に対して

1.0%削減

1728.37

　　＊購入電力の排出係数は、0.395kw-co2〔令和2年度実績・令和4年1月7日公表〕を使用しています。

４．環境目標とその実績

1745.82
2021年度

実績に対して
1.0％削減

1574.87

673.9

④売上高100万円当
り軽油使用量の削

減
（㍑/百万円）

2021年度
実績に対して
1.0％削減
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電力に関しては現状の活動を継続、
化石燃料に関しては運搬経路の見直しやエコ運転の

取組を強化、寒い時は余分に着る事を心掛けていく。

基本は活動計画通りにすすめ、
更に効率の良い運行計画に努めて

予防整備に重点をおき削減を図る。

4．軽油使用量の削減

①エコドライブ推進

②アイドリングストップの励行

③エアクリーナーの清掃

④燃料漏れのチェック

⑤使用量の集計

⑥目標達成状況・活動進捗状況確認

3．水資源投入量の削減

①毎月のメータ確認(漏水防止)

②こまめな蛇口の開閉

③給湯室・トイレの節水

④洗車時の水使用の工夫

1．二酸化炭素排出量の削減

①空調温度適正化・表示

⑤目標達成状況・活動進捗状況確認

2．廃棄物排出量の削減

①分別ルールの徹底

②廃棄物置場の整備

③廃棄物排出量の集計

④裏紙使用ルールの徹底

⑥目標達成状況・活動進捗状況確認

2024年問題・原油高等の要因で時間や運行内容を
見直した結果が反映されました。

電力に関しては節電意識をもち活動ができました。
化石燃料に関しては、車両減少の影響はあるが

原油高を意識しながら運行内容等の改善ができました。

活動計画通りにすすめる。

次年度の取組内容

活動計画通りにすすめる。

②照明・PC電源不要時OFFの推進

③エアコン清掃の実施

④エコドライブ推進

⑥電力・軽油使用量の集計

５．環境活動計画の取組みと評価

次年度の取組内容

次年度の取組内容

次年度の取組内容

環境活動計画 環境活動計画の取組結果とその評価

廃棄物の発生抑制（裏紙使用・マイボトル持参等）に
努めた結果が反映された。

節水意識が根付き活動にも反映されましたが、
車両台数の減少が投入量にも反映されました。

⑤社用車の点検・整備

⑦目標達成状況・活動進捗状況確認
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1．当社に適用となる主な環境関連法規

2．環境関連法規への違反、訴訟等の有無

当社に適用される環境関連法規等の遵守状況を確認した結果、環境関連法規への

違反はありませんでした。

尚、関係当局よりの違反等の指摘は過去3年間ありません。

廃棄物処理法
委託基準（契約書・許可証）、
マニフェスト交付・保存及び交付状況
報告

浄化槽法 保守点検実施、法定検査実施 遵法

遵法

2022年度が終わり環境目標について、
全てにおいて目標を達成する事ができました。
エコアクションの活動が根付いてきた結果だと思います。

また、今年は資源高の影響を全従業員と共有し
無駄なエネルギーの使用は控えるようにと
伝えてきた結果も出たと感じています。

しかし、資源高やコスト高により
車両の整理をした結果が反映されたのも現実なので、
2023年度は更にコストなどを意識して
無駄な動き・無駄は資源使用は控え、
目標達成に向けて社員一丸となり厳しい時代を乗り越えます。

6．環境関連法規制の遵守

7．代表者による全体の評価と見直し

遵守事項 遵守状況法規制等の名称
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